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 議員派遣として出席した研修の内容は、次のとおりでありました。 
 

期 間  令和８年１月２２日（木）～２３日（金） 

場 所 衆議院議員会館、参議院議員会館、国土交通省 (東京都) 

目 的  地元選出国会議員等への要望活動 
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～要 望～ 

(1) 要望先 

  金子 恭之 大臣、 松村 祥史 先生、 馬場 成志 先生、 犬童 周作 先生 

(2) 要望内容 

 第１ 町道路面舗装及び橋梁の長寿命化修繕の促進 

第２ 老朽水道管の耐震化に係る財政支援の強化 

～所 感～ 

今回の要望活動を通じ、国の最新の予算状況や、本町の実情に合った具体的な支援策につい

て、有益な情報を得ることができた。 金子国土交通大臣との面談では、本町のインフラ長寿命

化修繕が、全国平均よりも進んでいるとの認識が示された。 その要因として、国の防災安全交

付金などの支援が、本町に十分講じられている成果との説明があった。 その上で、橋梁点検に

ドローンなどの新技術を導入し、予算の優先配分につなげるよう助言を受けた。 また、「水道

管路緊急改善事業」から「水道総合地震対策事業」へ切り替え、補助率を 4分の 1から 3分の

1へ引き上げる助言もいただいた。 これら資材高騰による財政負担増を緩和する具体的な打開

策を得られたことは、今回の大きな成果である。 松村先生からは、重点支援交付金を活用した

約 1.4億円規模の地域経済対策について助言を受けた。 あわせて、能登半島地震の教訓を踏ま

えた循環型水システムの導入検討など、将来を見据えた災害対策の指導もあった。 今後は、示

された国の補正予算や当初予算の拡充方針を逃さず、新技術導入や補助制度切り替えを迅速に

進め、町民の安心・安全な生活基盤整備を議会の立場から進めたい。 

 


